


































ため一部未完（アルヴァックス、1989：ix、xiv 凡例）であるが、この理論は 1980 年
代に注目され始め、記憶論研究の古典的な前提という役割を果たすようになった。こ
の理論と、彼の晩年に書かれた記憶の三部作（翁川、2006：126）は、後にピエール・























































タンの 1,457 名／約 5 万名（味方、2008：39）、次いで、ウズベキスタンで亡くなった
812 名 （4） ／約 2 万名、トルクメニスタン 61 名／不明 （5）、キルギス 0 名／サナトリアム










との証言もあった（2013 年 4 月 15 日元抑留者への筆者によるインタビュー）。3 点目
のドイツ人捕虜との遭遇について、元抑留者への取材でもドイツ人に関する証言が少
なからずあり、中には簡単な日常会話程度のドイツ語を覚えてしまったという証言も






















2012 年、日本とウズベキスタンの国交 20 周年を記念して、ウズベキスタンで日本人
抑留者に関する翻訳本が出版された。ウズベキスタン日本友好協会によって出版され、







































本国民〉というロシア語に変わりました  （9）」（2013 年 5 月 23 日菅野氏への筆者による
インタビュー）という。以下、プレートの碑文である（改行箇所と句読点などは原文
ママ）












でに慰霊碑を 13 基（1990 年 1 基、1995 年 2 基、2002 年 10 基）、記念碑 5 基（2002 年









































































































































































（2） Jan Assmann and John Czaplicka, 1995, Collective Memor y and Cultural Identity, New 
German Critique, no.65
















（10） 建立に関する費用はすべて募金で賄われた。福島県内で 5,242,845 円、県外 1,745,500 円の
募金が集まった（福島県ウズベキスタン文化経済交流協会、2000：151）。
（11） 実際には「№ 8043 第 387 収容所フェルガナ地区」と「№ 8045 第 400 及び 17 労働隊墓地
タシケント地区」が都市計画で消滅している（2013 年 12 月 26 日宍戸理事長への筆者によ
るインタビュー）。
（12） この時、募金の一部で桜の苗木を 27 種類・1,300 本、梅と桃の苗木 100 本購入し植樹した。
ウズベク側からの要請でタシケントの中央公園にも植樹し、大統領官邸、日本大使館、対
外経済関係省、ナヴォイ劇場、日本庭園にも植樹した（中山、2005：231）。
（13） 1996 年に TBS 報道特集「知られざる親日国・ウズベキスタン」、2000 年に NHK で「わが
青春のナヴォイ劇場～日本人が建てたウズベキスタンのオペラ座～」が放映されている。




Wikipedia や辞書の類を削除した。また、同一人物と思われる内容の違う 2 種類以上のも
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